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1. 株式会社トーセン会社概要

●昭和39年創業・グループ従業員350名

●年商143億円（令和4年度グループ計）

●地域分散型の直営18工場・提携8工場が稼働し、

原木約５00,000㎥を消費する国産材製材会社

●地域の国産材100％を活用した、製材品・チップ・ペレットの生産

昨年より、矢板市の地域課題であった、旧シャープ跡地24haを活用した「脱炭素＋地方創生」に事業着手

大田原工場

県産材加工協同組合 工場

県北木材協同組合 集成材工場

矢板事業所 デカーレ矢板 （旧シャープ跡地）

栃木県 矢板市 本社工場

KD加工物流センター

DECARRE「デカーレ矢板」脱炭素＋地方創生

https://decarre.net/


トーセンG 地域に根ざした 全 31拠点



2.  那珂川バイオマス発電所 概要
●所在地 栃木県那須郡那珂川町

●FIT運転開始 2014年10月1日

●設備仕様 株式会社よしみね

ボイラー ；種類 自然循環式・最大蒸発量18㌧/h

最大使用温度/圧力  400℃/4.8Mpa 

燃焼装置 コンビネーションストーカ

タービン ；種類 抽気復水式 （空冷）

出力/回転数 1,995kW/9556rpm

発電機   ；種類 三相同期発電機

 電圧/周波数 6,600V/50Hz

 発電効率   ; 19％

●使用燃料

未利用材：一般製材端材 約９：１ 年間 約33,000㌧

●特 徴 ●町立中学校跡地の有効活用

●製材工場と併設した発電施設

●水分率が高い燃料が燃える設備

那珂川発電所

製材工場

馬頭東中学校跡地



3. 那珂川バイオマス発電所 10年間の実績
➀総発電電力量 1億6千183万kWh 
②総売電電力量 1億4千208万kwh （※1那珂川町の世帯電力の約半数を賄った計算）
③稼働率 92.4% (=①÷発電端出×10年×365d/年×24h)
④雇用人数 直接雇用 11名 （※２林業等の間接的雇用 約17名）
⑤売電売上 約55億7千万円
⑥燃料使用   約37.1万㌧   (燃料費 約32億5千万円 売上の約58 %)

出典；バイオマス発電について 2024年1月 資源エネルギー庁
  2024年1月16日 第92回調達価格等算定委員会資料2

未利用材利用（2,000kW未満）

47件 平均値 55.9% 
(中央値 58.3%)

※１
R7.2 那珂川町世帯数 5,802世帯
一世帯当たり年間電力量 4,175kWh
環境省「家庭部門のCO2排出実態統計調査」



4. なぜ那珂川発電所は稼働率が高いのか？

●資源に近い場所での立地
・木材は、輸送コストが極めて大きい素材。

ボトルネックは輸送

近ければ近いほど有利（製材業での経験則）

●製材工場と併設
・製材業を長年営んでおり、製材用材

（A材）の活用は本業

山に捨てていた、未利用材

（B材）をついでにもってきてもらうだけ。

燃料材を集めやすい「地の利」

と

製材業が、「森林資源のカスケード利用」の要として機能している。

那珂川発電所

製材工場

那珂川バイオマス発電所
周辺は山だらけ

那珂川発電所

那珂川バイオマス - Google マップ

https://www.google.co.jp/maps/place/%E3%83%88%E3%83%BC%E3%82%BB%E3%83%B3%E9%82%A3%E7%8F%82%E5%B7%9D%E3%83%90%E3%82%A4%E3%82%AA%E3%83%9E%E3%82%B9/@36.7729608,140.2188549,1156m/data=!3m1!1e3!4m6!3m5!1s0x6021c4fa15903ee9:0xf88f6b1b9854f504!8m2!3d36.7732061!4d140.2177725!16s%2Fg%2F11b_2vstlf?hl=ja&entry=ttu&g_ep=EgoyMDI1MDIxMi4wIKXMDSoASAFQAw%3D%3D


5.発電所の役割と効果

●森林資源を活用した自給可能な再生可能エネルギーの安定供給

●脱炭素と地方創生への貢献 「林業で地方創生」林野庁 広報 2015.4 No,97 

https://www.rinya.maff.go.jp/j/kouhou/kouhousitu/jouhoushi/attach/pdf/2704-4.pdf

●製材工場と併設することの相乗効果が生む 持続する好循環

＜山側＞近隣の山林の価値が向上（捨てるものがなく、すべてを利用）

・A材（製材）＋B材（燃料）の売り上げが、所有者に還元される。

・林業事業者も作業量が増え、伐採事業者+造林事業者が育成される。

＜製材と発電側＞

・A・B材の供給が安定。

●安定した雇用の創出

発電事業に加えて林業（伐採+造林）の雇用を支えている。

詳しくはこちら！ ひとくちメモ - DECARRE「デカーレ矢板」脱炭素＋地方創生

「FITの安定性ともったいない精神が生み出す効果」

https://decarre.net/memo/


株式会社トーセン概要／会社概要

㈱トーセンの沿革

「FIT制度の安定性が「歯車」となって
次の歯車を駆動させています。」

「木に宿る無限の価値を、暮らしに、社会に」

https://tohsen.net/company.php


6. 今後の課題

●FIT制度終了後

那珂川バイオマスでは10年後の事業持続性の見通しが得られていない。

 

※２ 発電所による、直接雇用11名に加えて、伐採作業・造林作業約17名 合計28名

        ①伐採作業；33,000m3/年÷10m3/人・日＝3,300人・日/年

  ②造林作業；33,000m3/年÷400m3/ha×2,500本/ha÷250本/人・日=825人・日/年

  年間合計；4,125人・日（①+②） ÷12カ月/年÷20日/月≒ 17人/年

矢板市林業・木材産業成長化推進協議会 -植林活動への参加者を募集しています 植林活動に参加頂ける方募集

https://forestry.i-chie.info/
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